本体のセットアップを終了した5、システムのセットアップをします。システムのセットアップは購入 
後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説 S 月しています。 


初めてのセットアップ (^42 ぺージ） . システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説明しています。ここではあ要最低限の 
セットアップのみを説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセ、ソトアッ 
プについては4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ(一63ぺージ） . ネットワーク上のコンピュータか6システムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法じついて説 S 月しています。 


再セツトアップト64ぺージ) 


システムを再セットアップする方法について説明 
しています。 












ネ刃めてのセットアップ 


購入後> 初めてシステムをセットアップする時の手順じついて順を追って説明します。 


RAID の設定 


本装置に増設用八ードディスク旧 OGB ) を増設している場合、標準搭載の八ードディスクを 
取り外し増設用八ードディスク （120 G 己もしくは 250 GB ) を二個そろえて取り付けた場合、 
RAID 1 (ミラーリング)による二重化構成を構築できまず。 

RAim (ミラーリング脂成の設をの手順は r 再セットアップ」の r システムの再インストール」 
の 「 RAID のコンフィグレーシヨン」を参照してください。 


八ードディスクの設定 


本装置に増設用八ードディスクを増設している場合、増設した八ードディスクは、初期導入 
設定じよって/ home パーティシヨンとして利用されるよう自動的に設定されます。 

ただしと rF の場合は増設八ードディスクの/ home パーティシヨンへの自動設定は行われませ 
ん。 

• 前述の 「 RAID の設定」を行った場合。 

八ードディスクは RAID 用に使用されまず。 

• 後述の初期導入設定の r システム構成を件の設定」で [ Web サーバ/メールサーバでのフエ 
イルオーバクラスタ構成]を違択した場合。 

八ードディスクはフェイルオーバクラスタ用のミラー領域として使用されます。 
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初期導入設定用デイスクの作が 


r 初期導人設定届ディスク」は装置をインターネット装置として導入するために最低限あ要と 
なる設定情報が保をされたセ、ソトアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

r 初期導人設を用ディスク」は，添付の初期導入設定用ディスクにある r 初期導入設定ツール」 
を使って作成します。巧期導入設定ツールは 、 Windows 2000 、 Windows NT 、 または 
Windows XP / Me /98/95 で動作する〕ンピュータで動作します。 


初期導入設定ツールの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成しまず。 

1 . 机 indows マシンのフ□、ソピーディスクドライブじ添がの初期導入設定用ディスクをセットずる。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブ内の r 初期導入設定ツール （ S ね rtupCorif . exe )」 をエクスプ □- ラな 
どから実行する。 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動しまず。プ□グラムは、ウィザードおまと 
なっており、各ページで設をに必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報じ誤りがある場合は、次へ進むときに警告メ、ソセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

ずべての項目の入力が完了ずると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き込んで終了します。 

3 . 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブから取り化し、「システムのセットアッ 
プ」に進む。 

初期導入設定巧ディスクは再セットアップの際[こわ使巧します。大切に保管してください。 


システムのセットアップ 
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各入力項目の設定 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設走、ソール]で入力する項目じついて説 S 月しまず。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理 PC 
か 6 Web ブラウザを介して、システムに □ 
グインする際のパスワードを設定します。 
この画面にある項目はすべて入力しないと 
いけません。 

パスワードは推測されじくく覚えやずいも 
のを用意してください。 

■X パスワードは画面に表示されませ 
I 子ロク I ん。タイプミスをしないようミ主意し 
てください。 


設定済みパスワード 

同捆の別紙 rro 饥パスワード」に記載されたパスワードを入力してください。 

バスヮード 

設定するパスワードを入力してください。ここで人力したパスワードは、管理教 admin ) 
で□グインする場合に'必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないようじ、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既有パスワードと同一のパスワードを巧パ 
スワードとして設定してください。 

バスワード再入力 



パ スワー ドの殖認用です。パ スワー ドと同一のものを入力してください。 























ネットワーク設定〜 LAN ポート1(標準 LAN ) 用〜 

LAN ポート1(標準 LAN ) のネットワーク設 
ををします。[セカンダリネームサーバ]と J 
かは必ず入力してください。 


ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを入力してください。人力の 
際には、 FQDN のおま（マシン名.ドメ 
イン名)のおまで入力してください。ま 
た、英字はすべてル文字でち定してく 
ださい。大文字は使用できません。 

IP アドレス 

1枚目の N に ( LAN ポート1 ( 標準 LAN )) に割り振る IP アドレスを指走してください。 

ヴブネットマスク 

1枚目の N に ( LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振るサブネ、ソトマスクを指をします。 

デフォルトゲートウエイ 

デフォルトゲートウエイの IP アドレスを指をします。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をします。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが有在する場合は、その IP アドレスをちをします。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2(拡張 LAN ) 用〜 

LAN ポート2弧お LAN ) のネットワーク設 
定をします。 

フェイルオーバクラスタ構成で運用する場 
合のみ設走します。それ W 外の構成では、 

設定する'必要はありません。 

IP アドレス 

2枚目の N に ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 

に割り振る IP アドレスを指定してくだ 
さい。 

ヴブネットマスク 

2枚目の N に ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 

に割り振るサブネットマスクを指をします。 
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グループ設定 

実ドメインのグループをを指をしてくださ 
い0実ド;インユーザーはこのグループの 
所属になります。全体で15文字以内、1文 
字目は英字、2文字目 t (降は英数字と「-(八 
イフン)」で構成される任意の文字列を指定 
できますが、システムであらかじめ予約さ 
れている]:又下の文字列は指をできません。 
また、英字はずべてか立字で指定してくだ 
さい。大文字は使用できません。 


く指定でさない文字列> 

adm 、 admin 、 apache 、 bin 、 canna 、 daemon 、 dip 、 disk 、 floppy 、 fml 、 ttp 、 
games 、 gopher 、 kmem 、 Idap 、 lock 、 Ip 、 mail 、 mailnull 、 man 、 mem 、 named 、 
news 、 nfsnobody 、 nobody 、 nscd 、 ntp 、 pcap 、 root 、「 pc 、「 pcuser 、「 pm 、 
slocate 、 smb 、 smbguest 、 smmsp 、 sshd 、 sys 、 tty 、 users 、 utmp 、 uucp 、 
vcsa 、 waudit 、 wbmc 、 webali 之 e 「、 webdef 、 wheel 、 wnn . xfs 



システム構成条件の設定 


Management Console の動作モードを設 
をしまず。 

□-ドバランスクラスタ構成でセットアッ 
プする場合は、 [Web サーバでの□ー ドバ 
ランス構成]を違択してください。フェイ 
ルオーバクラスタ構成でセットアップする 
場合は、 [Web サーバ/メールサーバでの 
フェイルオーバクラスタ構成]を選択して 
ください。この場合、ミラーディスク用デ 
バイスをと、ミラー対まのパーティシヨン 
サイズを企、ず指をしてください。本装置で 
は、ミラーディスク用デバイスをは、/ 
dev/sdb をち走してください。适常は[ス 
タンドア□ン構成]のままで構いません。 



M -0 フェイルオーバクラスタ構成でセットアップずる場合は、巧に A — ドディスクを増設してお 
く必要びあります。吕台のマシンそれぞれに巧しミラーディスク用に同じサイズのけード 
ディスクを増設ずる必要がありまず。八ードディスク増設の手順と設定は、6 章 「システム 
の}広張とコンフイグレーシヨン」を参照してください。 
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メール 配送の設定 

メール配送の設ををします。ご利用お態に 
合わせて設をしてください。 

DNS で函ちずる場合は， [ DNS で配送]を逞 
択してください。 

スマートホストを使用する場合は、[ス 
マートホスト使用]を違択してください。 

この場合、スマートホストホストををみず 
言さ定してくださし、 

お要に応じて直接配をするドメインるを指 
走:してください。ドメインをの指走は 
FQDN で指をします。ドメインが複数ある 
場合は、それぞれのドメインを1つの半角 
スぺ ースで 区切って入力してください。 

スマートホストとは？ 

I ヒント I ファイアウォールが設置されたイントラネット巧にメールサーバを設置する場合などは、す 
ベてのメ ールを特をのメ ールサーバを介して配送する'必要があります。そのサーバのことを 
「スマートホスト」と呼びます。スマートホストを使用する場合でも、ファイアウォールの 
内側で、イントラネット用の DNS が設置されており、 DNS による配送が可能な場合は、「直 
接配送するドメイン名」にイントラネットのドメインをを入力することでファイアウォール 
内に関しては、スマートホストを介さずに配送することができます。 

なお、ファイアウォールの DMZ (非武装地帯）上のメールサーバのように、特定のドメイン 
にがする配送ホストを DNS を使用せずに静的にみをする'丘、要がある場合は、セットアップ 
完了後 、 Management Console を使用し、メールサーバの設をの「静的配送の設を」により 
設をします。 
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システムのセツトアツ 


初期導入設定ツールで作成した r 初期導入設定用ディスク」を使用して、短時園でセットアッ 
プできまず。 

セットアップの手順 

じ(下手順でセットアップをします。 

I ; 正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および7章を参照してくださし、。 

rEvF] 


1. 本体背面の LAN ポート1と LAN ポート2(使用する場合)じネットワークケーブルが接続されている 
ことを確認する。 


目 



偷 。品。品。品。。。品。品。 品。。。。®^ 
000000000000000000000 


©冒 i 


3 W 图回000000000000000000000000 

^ 000000000000000000000000 


蜡 


LAN ポ ー ト1 LAN ポート2 


2. 前述の r 初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを3.己 
インチフ□ッピーディスクドライブ(こ 
セットずる。 

3 POWER スイッチを押ず。 

POWER ランプが点财しまず。 

しば6くずると、初期導入設定巧ディス 
クから設定情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めまず。2〜3分ほどで 
セットアップが完了しまず。正常にセッ 
トアップが終了した場台、「ピッピッ 
ピッ」と3連続で4回ビープ音が日鳥りま 
ず。 



r 


10101 B 


POWER スイ、ソチ 



りん、 

〇 〇〇 
紅〇〇 

卜品ぺ 


4章を参照してシステムの状態確認や設 
走変更を巧ってください。 

wO^m 

• セットアップの完了が確認でをた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディス 
クドライブか5取り出して大切に保管してください。再セットアップの時に再利用すること 
がでさまず。 

• LAN ボードを増設ずると、 0 S 上で認識される LAN ポート番号が下記のよラに変更されま 
ず。 


LAN ポート1 : ethO 
LAN ポート2 : eth 2 
増設 LAN ボード： ethl 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴6すことでユーザーに異常を®6 
せます （ ビープ音は1秒闇隔で10回鳴ります。また自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消な) 
になります）。 

正常にセットアップが完了しなかった場合は、巧期導入設を用ディスクに書き化される□グ 
ファイル nogging . txt 」 の内容をコンピュータの r メモ帳」などのツールを巧って確認し> 再度 
初期導人設定ツールを使用して初期導入設定届ディスクを作成し直して<ださい。 

< 主な □ グの出力例 > 

■ 「 Info: completed 」 

一正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no chan 巨 e 」 

-初期導入設定ツールを使って再度作成せずに > 一度セットアップに使届した初期導入 
設定用ディスクを再な届した場合に表示されます(設定は反映されません)。 

■「Cannot get authentication: root 」 

- 巧期導人設を用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

- 巧期導入設定庙ディスク中のパスワード情報を格納したファイル ( linux . aut ) が正しく 
作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.aut 」 

- 初期導入設定巧ディスク中のパスワード情報を格納したファイル ( linux . aut ) が正しく 
作成されなかった場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説 S 月しています。 


システムのセットアップ 
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□—ドバランスクラスタ構巧のセットアップ 


負荷の高い Web サイトでは、本装置を複数台と別売の□ー ドバランサ装置 ( L 目シリーズな 
ど)を組み合わせることで、複数の、本装置に負荷を分散し、レスポンスを高める□ー ドバ 
ランスクラスタ環境を構襲ずることができます。 



本装置 本装置 


本装置 


irO □-ドバランス構成でセットアップした場合は、メールサービス機能は使用できません。 
胃吕 メールヴービスを構築ずる場合は、スタンドア□ンまたはフェイルオーバクラスタ構成で運 
用してぐださい。 


ここでは2台の本装置による□ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ方法を解説しま 
ず。ネットワーク構成と、それぞれに割り当てる IP アドレスとホストをは次の図のように 
なっていると仮定します。 



web_slave.nec.co.jp web_master.nec.co.ip 

①□-ドパランサ装置に割り当てる IP アドレスとホストを。 

磨本装置（マスタサーバ）に割り当てる IP アドレスとホストを。 


な）本装置（スレーブサーパ）に割り当てる IP アドレスとホストを。 

□ー ドパランスクラスタ構成では、複数ある本装置のいずれか一台を r マスタサーバ」とする必要があリます。 
Web コンテンツの更が、設をの蛮要などはマスクサーバに対して行われ、残りのサーバにはマスクサーバの情報 
が自動で コピー されます（ミラーリング）。 コピー される側のサーバをすべて r スレーブサーバ」と呼びます。マス 
タサーバがダウンした際は、任意のスレーブサーバをマスタサーバとして再設定することができます。 

0 Web サービスを提供するための IP アドレスとホストを。 

インターネットか6アクセスするための IP アドレスです。実際には、仮想ドメイン作成時に割り当てます。 

⑥マスタサーバの Management Console にアクセスずるための IP アドレスとホス ト名。 

このホストをを用いると.各サーパの実ホストをに関わ6ず常にマスクサーパの Management Console にアク 
セスすることができます。 


已〇 




























まとめると W 下のようじなります。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNSI こ登 
録しておく必要がありまず。ここではずでに登録してあるものとして解説します。 


(ま意）その他に、 Management Console を使用ずるクライアント〕ンピュータ 
(上記とは別の IP アドレスを持つ）がネットワークに接続されている必要 
があります。 

<1 □ー ドバランスクラスタ構成のセットアップ例 > 

じ(下の手順で Management Console から設定します。操作はシステム管理者でアクセスし 
てください。 

VI -0 実際にセットアップを巧う場合は、必ず運用ずるネットワーク構成と同じ状態になるよう备 
装置を接続した樹こ、セットアップを開始してください。また、設定を巧うずべてのシステ 
ムが起動した状態でセットアップを巧い、仮想ドメインの追加はクラスタ構成のセットアッ 
プが完了した後に巧ってくだをい。 

1. 本装置に台）を□ー ドバランス構成としてセットアップずる。 

初期導入設定巧ディスクの作成では、 W 下の情報でセツトアップして<ださい。 


I w-Oira 

□—ドバランスの巧象となる装置は、同じシステム管理者パスワードを設定しまず。 

2. web_master.nec.co.jp の Management 
Console (こアクセスし、[システム]から 
[□- ドバランス]をクリ 、ソク する。 


!■ その他 1 

システム’博が... 1 

ログ音巧... 


ネットワ—ク… 1 

時別設是 .. 


バックアッブルストア... 

セキュリティ... 


Web アクたス統計... 

システム超防巧ち時聞... 



宫巧をバスワード... 


f 。-か—ランス—1 

■ 


設定項目 

本装置（マスタサーバ） 

本装置（スレーブサーバ） 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストを 

web_master.nec.co.jp 

web_slave.n 目 c.co.jp 

IP アドレス 

10.0.0.2 

10.0.0.3 

構成 

Web サーバでの□ー ドバランス構成 


使用マシン 

IP アドレス 

ホストさ 

①□ードバランサ装置 

10.0.0.1 

iplb.nec.co.jp 

@本装置（マスタサーバ） 

10.0.0.2 

web_master.nec.co.jp 

@本装置（スレーブサーバ） 

10.0 .0.3 

web_slave.nec.co.jp 

@ Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0.0.4 

www.nec.co.jp 

© マスクアクセス巧 

10.0.0.5 

webserver-nec.co.jp 
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3 . 〔■基本設定〕内の〔追が]をクリックする。 


4 . [■ミラーリングサーバの追力日]で W 下の 
情報を入力し、〔設走]をクリックする。 

サーバを： web _ master . nec . co.jp 
IP アドレス： 10.0.0.2 


已.さらに[追力日]をクリックして W 下の情報 
を入力し、[設定]をクリックする。 

サーバを： web _ slave . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.3 


目.ミラーリング間隔を設定する。 
ここでは「10」とします。 


7 . 「ホストを （ FQDN )」 欄にマスタサーバの 
Management Console じアクセスずるた 
めのホストをを入力し、[設定]をクリツ 
クずる。 

webserver . nec . co.jp 


8. web_slave.nec.co.Jp の Management 
Console じアクセスし、手順2〜7と同じ 
操作をする D 


挂巧 サーバ IP アドレス 

タ グ元サーバリング時間 

追加1 

肖り除 J wd3_masier.nec.co.jp 10.0.0.2 


[_ 削除 J web_slave.nec.co.jp 10.0 .0.3 




をヴ ー/ 貴： 

，挂か サーけ "アドしスタ曼豁记9巧 is 

r 追加 I 

「削除 I web_tnaster.nec.co. ip 10.0.0.2 
广削ち S^^^.nec.co.jp 10.0.0.3 



3 台 W 上の本装置のクラスタ構成でセッ 
トアップずる場合は、ずべての装置でこ 
れと同様の操作を行います。 




その他 


9. web_master.nec.co.jP の Management u 


10. 


Console (こアクセスし、〔システム]から 
[□ー ドパランス]をクリ 、ソク ずる。 


バックアツブルストア... 


Web アク它ス統計... 




システム起れ巧ち巧聞... 


き巧をバスワード... 


[■ミラーリング操作]内の[マスクセット] 
をクリックする。 


持け 

サーバ 

IP アドレスマスタミラづが元サ是终ミ 1 品リンク 

勘り 

'肖齡 

web_mas'ter.nec. 

co.jp10.0.0.2 1 

肖齡 

»eb_slave.nec.c 

0.jp 10.0.0.3 1 


ストち （F 
〕 N) : 


I を定 I 


IVサ任巧的 a 


確認メッセージが表示された6、 [0 K ] を 
クリックする。 

\ A / eb _ maste 「. nec . co.jp がマスクサーバに 
セツトされます。 



\ A / eb _ sla \/ e . nec.cajp の Management Console にアクセスし、[システム]から〔システムの再起動] 
をクリ 、ソク する。 

3台 W 上の装置をクラス女構成でセットアップする場合は、すべてのスレーブサーバを再起動し 
まず。 

□ー ドパランサ装置で必要な設定をする。 

詳細は□ー ドパランサ装置のマニュアルを参照してください。 

□ー ドパランサ装置とずべてのマスタ/スレーブサーバを再起動ずる。 

□-ドバランスクラスタ構成のセット 
アップがずベて正常に終了したら、次の 
U R L でマスタ サーバ 
CweD _ master . nec . co . jp ) の 
Management Console (こアクセスできま 
す。 


https :// weDserver . nec . co . JP ： 50453/ 


r 乃ィルの(己表示の eacAo 曲ッ—化® ヘルツ出 
I 居る. * : .在ま 祝に M ザ ザ巧 @ 

I 1 hll[«.//1034S8 5650453 /«dtn/ 



現を . 0個の低 巧 ドメインが 登録されて I 、ます 。_ 


ドメインを グルーブを IP アドレス 説巧 


NtCCopyrijht<C) NEC Corporation 2000 -20W 


Ijj ぺ一。がまモ smut 




Microsoft internet Explorer 


ーリング巧け 


基本設を 
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a 
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クラスな構成では、仮想ドメインを追加 
して運巧ずる'必要があ y まず。[ドメイン 
情報]から[追力日〕をクリックして、 W 下の 
情報でドメインを追力□しまず。 

この情報は、自動でスレーブサーバ 
( web _ slave . nec . co . jp ) じ〕ヒーされま 
す。 


ドメインを： www . nec . co.jp 
IP アドレス：10.0 .0.4 



ここで、ミラーリング(マスタサーバからスレーブサーバに自動コピー）される項目と、されない 
項目がありまず。 W 下に一覧を示しまず。ミラーリングされない項目に関しては、マスクとス 
レーブで個々に設定してください。なお 、 Management Console で操作巧能な項目で W 下[こない 
場合は、ミラーリングされない項目じなりまず。 

• ミラーリングされる項目： ドメイン追力□情報 

ユーザ アカウント 

サービスー机 eb サーバー MIME タイプ 
Management Console 

システムー管理者パスワード 
• ミラーリングされない項目：ネットワーク 

セキュリティ 
サービスの起動終了 
サービスー机 eb サーバー基本設走 
サービスーネームサーバ ( named ) 

サービスーファイル範送 ( ftpd ) 

サービスー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー机 indows ファイル共有 ( smbd ) 

サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネットワーク管理エージェント ( snmpd ) 

これで 「 http :// www . nec . cajp /」 の URL で Web サービスを提供できるが態じなります。 

ir-O • □-ドバランス構成では、仮想ドメインで運用を行ってください。 

DBd ♦ ネ刃期導入時にスタンドア□ン構成でセットアップした本装置を□ー ドバランス構 
成へ移行ずることはできません。 

• 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルスをクリックし、オンラインヘルプ 
を参照してくだをい。 

• マスタヴーバが稼動している状態で、スレープヴーバを追加ずる場合、各装置の 
設定をにスレーブヴーパを再起動ずることで、マスタサーバの情報をスレーブ 
サーバに反映ずることができまず。 

• ミラーリングび開始されると 、 Management Console の動作が遅くなることが 
ありまず。 

• メニューの 「 Mana 径 ement ConsoleJ の設定を変更した場合は、必ず备スレープ 
ヴーバの Management Console 画面で[設定]をクリックしてください。 

• □—ドバランスクラスタ構成時には、[システム]>[管理ちパスワード]にて管理 
者宛のメール転送先を設定してぐださい。 

• □ードバランスクラスタ構成時には、リモートシェル ( sshd ) サービスを停止し 
ないで < ださい。 
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設定 I 


ミラーリング情巧取得 I 

即時ミラーリングま巧 I 

マスタ t ット I 


マスタ賠除 I 


• マスタサーバダウン時に、スレーブサーバをマスタにセットずるち法 

マスタサーバがダウンした時は> 任意のスレーブサーバの Management Console にアク 
セスし、[システム]^ [□- ドバランス]で、[マスタセット]をクリックして新マスタサー 
バにセッ 卜してください。 

• ダウンしたマスタ装置の復帰ち法 

任意のスレーブサーバを新マスタサーバじセットした後、ダウンしたマスタサーバを再 
び起動して<ださい。自動的にスレーブサーバとして復帰します。 

• □-ドバランス利用時のけ P のアップ□-ドち法 

□ー ドバランサ装置側であ6かじめ□-ドバランシングの対まとなる IP アドレス （Web 
サービス届の IP アドレス）の ftp ポートに 1) に対して，通信をみずマスタサーバへ転送する 
設定を巧って<ださい。 

上記設定が完了した後> FTP サーバを利用する際は、□ー ドバランシングの対まとなる 
IP アドレスを指定するとマスタサーバへと接続されまずので、マスタサーパに対して ftp 
でのアップ□-ドを行ってください。 

なお、□ードバランサ装置への設定方法の詳細につきましては>□ードバランサ装置の 
マニュアルをご覧ください。 

• 5ラーリング利用時のを意点 

マスタとなっている装置か5スレーブとなっている装置に対して、データのミラーリン 
グを巧うことができまず。 

ミラーリングは一を周期で斤われます。リアルタイムには更がされません。 
Management Console の[システム]^にードバランス]の項目か6、ミラーリングの圍 
隔を設定できます。また、ほ日時ミラーリング実行]をクリックすることにより、ミラー 
リ ングを実巧する機能を持ちます。 


全サーバー覧： 


括作 

サーパ 

IP ァドいぞ蘇ジ我多赢 

追加 I 


削除 

web _ master . nec . co.jp 

10.0.0.2 

臟 i 

web_sIave.nec.co.jp 

10.0.0.3 


ラー リンクち作 


基太設を 


3 


ミリ間ホを D . 
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フェイルオーパクラスタ構巧のセットアップ 


本装置を複数台用意し 、 CLUSTERPRO LE for Linux と組み合わせて切り替えミラーディ 
スクを構築することで、通常動作ずる装置に障害が発生してダウンしても、待機中の装置が 
自動的に処理を引き継ぐ(フェイルオーバ)ようなクラスタ構成を構築することができまず。 
クラスタ構成については、ホストをや IP アドレスの割り当て方まじを意事項があります。こ 
こでは概要を説日月します。セツトアップの前にはをず rCLUSTERPRO システム構築ガイド」 
を'必ず参照してください。 



本装置1 本装置2 


■i 「 CLUSTERPRO システム構築ガイド* 1 」の最新版はな下の URL に掲載されています。システ 

1^^ ム構築前に最巧版を取り寄せてください。 

インターネットホームぺージ「ま船」の [Linux on Express 5800卜[クラスタシステムト限術 
情報]よりダウンロードできます。 

NEC インターネット内でのご利用 

http :// soreike . wsd . nnt . nec . co . jp / 

NEC インターネットかでのご利用" 

http :// www . soreike . express . nec . co . jp / 

*1「 CLUSTERPRO システム構築ガイド」の入手をホ望される場合はお買いポめの販売 
店へお問い合わせください。 

*2 販売店からのご利用には事前の登録が化要になります。 
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ここでは代表的なフェイルオーバクラスタ構成じついて、環境の構藥方法や設定方法を解説 
します。ネットワーク構成と、それぞれの装置に割り当てる IP アドレスとホストをは次の図 
のようになっていると仮をします。 



host 1 . nec . co.jp host 2. nec . co.|p 

①本装置1に割り当てる IP アドレスとホストを。 

霞本装置2に割り当てる IP アドレスとホストを。 

な） Mail / Web サービスを提供するための IP アドレスとホストを。 

IP アドレスは CLUSTERPR 日簡易構襲ディスク（フ□、ソピーディスク）作成時に割り当てたフ□-ティング IP を仮 
想ドメイン作成時に割り当てます。 

0①の Management Console にアクセスするための IP アドレスとホストを。 

このホストをを用いると、を装置の実ホストをに関わ6ず常に①の Management Console にアクセスずること 
ができます。 


まとめると W 下のようじなります。これらの IP アドレスとホストをは、あらかじめ DNS に登 
録しておく'必要があります。ここではすでに登録してあるものとして解説します。 


使用マシン 

IP アドレス 

ホスト名 

①本装置1 

10.0.0.1 

host 1. nec . co.jp 

③本装置2 

10.0 .0.2 

host 2. nec . co.jp 

③ Mail / Web サービス（仮想ドメイン）用 

10.0.0.4 

www . nec . co.jp 

0マスタアクセス用 

10.0 .0.4 

www . nec . co.jp 


(ま意）その他に 、 Management Console を使用するクライアントコンピュータ（上記 
とは別の IP アドレスを持つ）がネットワークに接続されている必要がありま 
す。 


システムのセットアップ 
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< フエイルオー/ (クラスタ構成のセットアップ例> 

じ(下の手順で Management Console か6設定しまず。操作はシステム管理者でアクセスし 
てください。 

M -0 実際にセットアップを行う場合は、おず運巧ずるネットワーク構成と同じ状態になるよう各 
装置を接続した後に、セットアップを開始してください。また、設定を行うずべてのシステ 
ムび起動した状態でセットアップを行い、仮想ドメインの追加はクラスタ構巧のセットアッ 
プが完了したをに行ってください。 


なお、八ードディスクの増設、初期導入 FD を使用したシステムのセットアップ、 
CLUSTERPRO LE のインストールまでは完了しているものとして解説します。 
CLUSTERPRO LE のインス I '■-ルは 「 CLUSTERPRO システム構築ガイド」を参照してくだ 
さい。 

2台の装置の巧期導入設を用ディスクは，フェイルオーバ構成としてセツトアップします。 


設定項目 

本装置1 

本装置2 

パスワード 

同一のパスワード 

ホストを ( FQDN ) 

host 1. nec . co.jp 

host 2. nec . co.jp 

IP アドレス 

10.0.0.1 

10.0 .0.2 

構成 

机 eb サーバ/ Mail サーバでのフェイルオーパクラスク構成 


H -0 • フェイルオーバの巧寅となる各装置には、同じシステム管理ちパスワードを設定してく 

ださい。 

• 吕巧目のネットワークインタフェースに未使用の口ーカル IP アドレス （CLUSTERPRO 
び内部で使用ずる IP アドレス)を設定します。詳しくは、 「 CLUSTERPRO システム構 
築ガイド J を参照してください。 

• ホストち（ドメインちを含まない）は1日で字な巧に設定してください。 

• プライマリネームサーパに自お自身を設定した場合、切り替えミラーディスクの構築に 
失敗ずる可能性びありまず。別に DNS ヴーバを設けることをお勧めしまず。 
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1.「CLUSTERPRO システム構築ガイド」を参照し、ミラーディスクの構築を行う。 


CLUSTERPRO 机 eb マネージャで、正しく構襲がされていることを確認してくピさい。 W 下の操 
作は切り換えミラーディスクの構築完了後に行なってください。 

2 . host 1. nec . co . jp の Manegement Console でクラスク関連を設定ずる。 

フェイルオーバグループが hosti 上に存在している必要があります。 CLUSTERPRO 机 eb マネー 
ジャでフェイルオーパグループが host 1上に存在していることを磕認してください。 

a . [システム]から[フェイルオーバ]をク 
リックする。 


b . IP アドレス欄に2台の本装置のホスト 
をに対ずる IP アドレス （ host ! : 
10.0.0.1、 host 2: T 0.0.0.2) を入力 
ずる。 




初期導入設定用ディスクで設定したち 
のと同じ IP アドレスを入力してくださ 
い。 

C. ホストを （ FQDN ) (こ CLUSTERPRO 
簡易構築ディスク ( FD ) で設定した仮 
想 IP アドレスに対応する仮想ホスト 
をを FQDN ( www . nec . co . jp ) で入力 
する。 


d . 〔設定]をクリックする。 


をヴーノ X —覧： 


サーバ 

IP アドレス 

hosti 

い 0.0 .0.1 

host 2 

110.0 .0.2 


フェイルオーバクルーブ： MailGroupl 
ディスク： / mnt/mirrorl 

ホストを ( FQDN ): 




3 . CLUSTERPRO Web マネーツャで、フェイルオーバグループを host 2. nec . co . ip に移動する。 

CLUSTERPRO マネージャの操作方法については rCLSUTERPRO システム構築ガイド」を参照し 
てください。 


4 . hos 松. nec . co . jp で手順2と同じ操作をする。 

已. CLUSTERPRO マネージャで，フェイルオーバグループを host 1. nec . co . jp じ移動する（元に戻 
す）。 


フェイルオーハ基本設定 



システムのセットアップ 
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目.仮想ドメインを作成する。 

仮想ホストを （ www . nec . co . jp ) の 
Manegement Console にアクセスできま 
す。クラスタ構成では、仮想ドメインを 
追力□して運用する必要がありまず。[ドメ 
イン情報]から[追ぶ]をクリックして、以 
下の情報でドメインを追力□しまず。 

ドメインを： nec . co.jp 

IP アドレス：10.0 .0.4 

WE 己サーバを： www . nec . co.jp 

詳細な手順は「ドメイン情報」を参照して 
ください。 



これで、 W 下の URL で Web サービスを提供できる状態となります。 
http :// www . nec . co . jp / 

また、(下の操作を巧うことでクライアントからのメールの送受信が可能となりまず。 
仮想ホスト名) ( www . nec . co . jp ) の Manegement Console にアクセスし、 [ ドメイン情綱から 
憎理画面]でド;<イン管理者画面に移動し、ユーザーを追力□します。そしてメールクライア 
ントてが下の設定をずることで、メールの送受信(ユーザーさ! © www . nec . co . jp ) が巧能とな 
ります。 

— SMTP サーバ： 仮想ホストの FQDN ( www . nec . co . jp ) 

— POP 3/ IMAP 4 サーバ：仮想ホストの FQDN ( www . nec . co . jp ) 

— WEBMAIL の URL : http :// www . nec . co . jp : 10080 / webmail / 

https :// www . nec . co . jp : 1日 443/ webnnail / 
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ここで、フェイルオーバされる項目とされない項目があります。 tJTR こ一覧を示します。 
フェイルオーバされない項目に関しては、各装置で個々に設定してください。なお、 
Management Console で操作巧能な項目で W 下にない場合は、フェイルオーバされない項 
目になります。 

♦ フェイルオーバされる項目： ドメイン追加情報 

ユーザアカウント 

サー ビスーメ ールサーパ (sendmail/popd/imapd/mail-httpd) 
サー ビスー Web サーパ (httpd) 

Management Console 

システムー管理者パスワード 

♦ フェイルオーバされない項目：ネットワーク 

セキュリティ 

サービスの起動終了 

サービス ーネー ムサーバ ( named ) 

サービスーファイル転送 ( ftpd ) 

サービス ー UNIX ファイル共有 ( nfsd ) 

サービスー Windows ファイル共有 ( smbd ) 

サービスー時刻調整 ( ntpd ) 

サービスーネ 、ソ トワーク管理工ージェント ( snmpd ) 

n-O • フェイルオーバクラスタ構成では、仮想ドメインで運用してください。 

® ゴ • 設定項目の詳細については、画面上の[ヘルスをクリックし、オンラインヘルプを参照 

してぐださい。 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO/ServerAgent は化荷時にインストール済みですが、固有の設定:がされていませ 
ん。 t (下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添がのバ 、ソクアツプ CD-ROM:/nec/Linux/esmp 「 o.sa/doc 

■: ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 (5 章参賦がインストール洁み 

I- ^ です。ご利用には別違契約が也、要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保库サー 

- ビス会社にお問い合わせください。 

II - 0 シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインした後、設定作 

業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 をに」に変更してくだをい。デフォルトのシェル環境の 
場合は ly 下のコマンドを実行ずることで変更でをまず。 

# exportLANG=C 


システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバ、ソクアップずることをお勤めします。システム情報のノ\‘ックアップがないと、修理 
後にお客様の装置固有の情報や設走を復旧（リストア）できな<なります。次の手順に従って 
バックアップをしてください。 

— ~〇 EXPRESS 日 UILDER ( SE ) CD-ROM か!5システムを起動して操作しまず。 
司 EXPRESS 日 UILDEFKS 曰 CD-ROM か6起動させるためには、事前にセットアップび必 
吾でず。已章を参照して準備してください。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

吕. EXPRES 沈 UILDER ( SE ) CD-ROM を本体装置の CD-ROM ドライプにセットして，再起動ずる。 
EXPRESSBUILDER ( SEW 6 JM ) LTrEXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー」が表示されます。 

3. 「ツール」 一 r オフライン保守ユーティリティ」を還ぶ。 

4. [システム情報の管 a ] か6[退避]を違択ずる。 

降は画面に表示されるメッセージじ従って化 a を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視-管理するアプリケーションをインストールします。次ぺージ 
を参照してください。 


セキュリティパッチの適用 


最新のセキュリティパッチは、 W 下の URL よリダウン□ー ド巧能です。 
http://www.express.nec.co.jp/care/index.html 


62 


定期的に参照し、適用することをお勧めします。 












管埋 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 が用意されていまず。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールずることによりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができまず。 

ESMPRO / ServerManager と DianaScope のインストール I こついては5章、または EXPRESS 目 U 1 LDER 
( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セツトアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに，添付 
の r パックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に房してシステムを起動できるように 
するものです。 W 下の手順で再セットアップをしてください。 


RAID のコンフイグレー シ 



RAID 1 (ミラーリング)による二重化構成を構築する場合には、日章 r システムの化張とコン 
フイグレーシヨン」の 「RAID のコンフイグレーシヨン」を参照し、 RAID 1 ( ミラーリング)を構 
築してください。 


八ードディスクの初期化 


再セットアップを開始する前に、 「 EXPRESSBUILDER ( SE )」 の FDISK 機能を使って本装置 
に内蔵している八ードディスクのパーティションの初期化を行ってください。 

八ードディスクを増設している場合は増設したディスクについてもパーティションの初期化 
を行ってください。 

rEXPRESSBULDRR ( SE )」 の詳細じつい口ま5章の r 保守.管理ソフトウエア」の項目を参照 
してください。 



ンの作巧 


r 保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を巧うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティショ ンで、 55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ確保します。 
システムの信頼性を向上ずるためじも保守用パーティションを作成することをお勧めします。 
保守用パーティションは、添付の rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 を使って作成します。 
詳しくは5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプ□セスで保守用パーティションへ自動的にインス!ル 
されるユーテイリテイは、「システム診断ユーテイリテイ」と r オフライン保守ユーティリ 
テイ」です。 
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I H-O 再インストールを行うと、装置巧の全データが消去され、出荷時の状態に戻りまず。必要な 
データび装置巧に;至ってし巧場合、データをバックアップしてか6再インストールを実巧し 
てぐださい。 

再インス I '―ルには，本体添付のバックアップ CD - ROM とバックアップ CD - ROM 巧インス 
トールディスクがを要でず。 

「バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
じ' r バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿人し、 POWER スイ、ソチを押 
して電源を ON にします。 

しば5 くすると r バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」か5設定情報を読み取り、 
自動的にインス I '■ールを実行しまず。 

I M-O このとき、確認などは一切行われずにインストール作業が開始されるため、十分ミ主意してく 
ださい。 

弟勺30分程度でインストールが完了します。インス!ルが完了した6、 CD - ROM が自動的 
じイジェクトされます。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブから取り化してく 
ださい。 

40分 W 上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず， CD-ROM への アクセスも行われていない 
場合は再インストールに失敗している可能性がありまず。リセットして、 CD - ROM とフ□、ソ 
ピーディスクをセットし直して、再度インス!ルを試みてください。それでもインス! 
ルできない場合は> 保守サービス会社> またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 


初期導入設定用デイスクの作が 


前述の r 初期導人設定用ディスクの作成」を参照して<ださい。すでに初期導入設定用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設をし直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは> 新たに初期導入届設定ディスクを作り直してください。 


システムのセットアップ 


前述の r システムのセットアップ」を参照してください。 


□—ドバランスクラスタ構巧のセットアップ 


前述の r □-ドバランスクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


システムのセットアップ 
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フェイルオーバラスタ構巧のセツトアツ 



前述の r フェイルオーバクラスタ構成のセットアップ」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


r システムの再インストール」で ESMPRO/ServerAgent は自動的にインストールされます 
が、固有の設定がされていません。下のオンラインドキュ六ントを参照し、セットアップ 
をしてください。 

添付のバックアップ CD - ROM :/ nec / Linux / esrnp 「 o . sa/doc 

I ■: ESMPRO/ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 

Lkv 卜 j トールされます。 

11-0 シリアル接続の管理 P 巳か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 をに」に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は ly 下のコマンドを実行ずることで変更できまず。 

# export LANG=C 


セキュリティパッチの適用 


最新のセキュリティパッチは、 W 下の URL よリダウン□ー ド巧能です。 

http :// www . express . nec . co . jp / care / index.html 
定期的に参照し、適用することをお勧めします。 


巨巨 







